
糸魚川市大規模火災における
飛び火の状況について（補足）
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資料１－１



気象庁 日々の天気図
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火災当日の気象データ



飛び火した建物の位置･構造（推定）
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※消研の現地調査にて直接収集した情報、糸魚川市
消防本部・住民からの聞取情報、Google map、糸
魚川市の航空写真等を基に、位置・構造を推定

（近接の建物を並記）

・焼失や避難のため当時
の情報は少ない状況

・現地で視認できた焼損
の様子（屋根頂部を中心に上方か

ら延焼）、住民からの聞取
情報（屋根から白煙のようなものが

見えた後、炎が上がった）からは、
瓦屋根の隙間から火の
粉が侵入し着火した事例
のあることが示唆



現場で採取した火の粉の大きさの分布

4
限られたサンプル数であるが、分布の傾向（細かい火の粉が主）や、採取した最大の燃え
さし（右上の写真）のサイズは、実験（次頁等）や他の火災事例からの知見と概ね合致



（参考）

家屋から発生する火の粉に関する実験データの例

＜実大家屋実験＞
実在の家屋を対象とした実験（風速6m/s程度、放水
あり）。距離（4m･18m）は家屋～採取地点の距離

＜簡易家屋実験＞
火災風洞にてOSB合板と2x4のみで作成した家屋を
用いた実験（風速6m/s）。写真は実験の様子

5
S. Suzuki, S. L. Manzello,M.Lage,G. Laing,Firebrand Generation Data Obtained From 
a Full Scale Structure Burn,Int.J.Wildland Fire 21 (2012) 961–968.

本実験の例では、90％以上の火の粉は
質量1g以下、投影面積10cm2以下

（於：建築研究所）
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（参考）瓦屋根への火の粉の影響に関する調査例

亀井幸次郎：大火時における飛び火の性状（火災誌第7巻，1957）

漆喰や上塗りが脱落して
いる箇所から着火

塚本孝一：煙突の飛火による着火個所（火災誌第7巻，1957）

過去の知見としては、瓦屋根の隙間から細かい
火の粉が侵入する危険性を指摘するものが多い
（⇔一方、稚内市街地火災（H14）では燃えさしが屋根裏で発見の例あり）



火の粉発生装置を用いた
ベンチスケールの実験
（於：消防研究センター）

消防研究センターでは、建築研究所及び米国NISTとの
共同研究により、飛び火に関する調査研究を実施中。

⇒糸魚川市大規模火災を踏まえ、種々の条件（屋根、
可燃物、風速等）により実験を行う等して、飛び火に
より火災に至る具体的なメカニズム、効果的な対処
方法等に関する知見を得ることを目指す。

飛び火に関する調査研究
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実大規模の屋根模型による
風洞実験（於：建築研究所）
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